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大
宮
台
地
の
中
ほ
ど
に
位
置
す
る

さ
い
た
ま
け
ん
き
た

上
尾
市
域
の
農
地
は
、『
埼
玉
県
北

あ
だ
ち
ぐ
ん
じ
い
っ
ぱ
ん

足
立
郡
事
一
班
』に
よ
る
と
、
明
治

４０（
１
９
０
７
）年
に
は
、
田
が
２１
㌫

（
５４３
・
４
反
・
約
５３
万
平
方
㍍
）、
畑

が
７９
㌫（
２
０
７
１
反
・
２０５
万
４
千

平
方
㍍
）で
、
畑
が
８
割
、
田
が
２

割
と
圧
倒
的
に
畑
の
割
合
が
高
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

畑
は
台
地
上
に
広
が
り
、
市
域
の

農
業
経
営
の
主
体
を
成
し
て
い
た
。

一
方
で
、
田
は
台
地
か
ら
の
湧
き
水

を
水
源
と
す
る
小
河
川
に
侵
食
さ
れ

た
低
湿
地
で
営
ま
れ
て
い
た
。
上
尾

市
域
の
よ
う
に
畑
が
多
い
地
域
を

の
が
た

「
野
方
」、
他
方
で
荒
川
対
岸
の
川
越

や
川
島
の
よ
う
に
低
地
で
水
田
が
多

い
地
域
を「
里
」と
称
す
る
。

大
宮
台
地
は
、
荒
川
と
元
荒
川
に

挟
ま
れ
て
島
状
に
高
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
低
地
の
河
川
に
農
業
用
水
の

水
源
を
求
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
い

う
地
形
的
な
特
性
が
あ
る
。

畑
の
土
質
は
、
富
士
山
や
浅
間
山

の
噴
火
で
拡
散
し
た
火
山
灰
に
由
来

し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
鉱
物
が
酸
化

し
て
赤
み
を
帯
び
て
い
る
こ
と
か
ら

「
赤
土
」と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
酸
性

土
壌
で
粘
り
気
が
強
く
、
肥
料
分
に

欠
く
土
壌
の
た
め
、
植
物
の
生
育
に

は
不
向
き
な
土
質
で
あ
る
。そ
こ
で
、

肥
料
分
の
多
い
荒
川
河
川
敷
の
土
を

畑
に
運
び
込
む「
ド
ロ
ツ
ケ
」と
呼
ば

れ
る
土
壌
改
良
が
行
わ
れ
た
。

当
時
の
農
産
物
は
、
春
か
ら
秋
に

か
け
て
栽
培
さ
れ
る
夏
作
物
と
し
て

お
か
ぼ

サ
ツ
マ
イ
モ
や
陸
稲
、
秋
ま
き
で
春

に
収
穫
す
る
冬
作
物
と
し
て
大
麦
や

小
麦
が
作
ら
れ
た（
写
真
１
）。

一
方
、
田
で
は
春
か
ら
秋
に
か
け

て
稲
作
が
行
わ
れ（
写
真
２
）、
市
域

じ
か
ま

で
は
田
植
え
を
行
わ
ず
直
播
き
に
よ

つ
み
た

る
摘
田
と
呼
ば
れ
る
栽
培
法
が
と
ら

れ
た
。
昭
和
４０
年
代
ま
で
の
田
や
畑

の
農
作
業
で
一
般
に
使
わ
れ
て
い
た

農
機
具
が
、
国
登
録
の
有
形
民
俗
文

化
財「
上
尾
の
摘
田
・
畑
作
用
具
」で

あ
る（
写
真
３
）。
し
か
し
、
時
代
と

共
に
農
作
業
を
効
率
的
に
行
う
農
業

機
械
が
導
入
さ
れ
、
農
家
の
労
働
形

態
も
変
化
し
た
。
労
働
力
の
省
力
化

が
実
現
し
た
こ
と
で
後
継
者
は
転
職

し
、
休
日
に
農
業
機
械
を
集
中
的
に

稼
働
さ
せ
る
労
働
に
変
わ
り
、
兼
業

農
家
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

都
市
化
が
進
む
中
で
、
露
地
野
菜

や
果
樹
栽
培
、
施
設
園
芸
な
ど
を
複

合
さ
せ
た
農
業
も
営
ま
れ
、
多
様
な

農
産
物
を
庭
先
な
ど
で
直
接
販
売

し
、
地
産
地
消
が
定
着
し
て
き
た
。

近
年
は
、
後
継
者
不
足
や
農
地
の
減

少
な
ど
課
題
も
多
い
が
、
野
方
の
農

業
は
、
都
市
近
郊
農
業
と
し
て
今
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

自
然
相
手
の
農
業
は
、
立
地
や
気

象
な
ど
環
境
に
よ
っ
て
条
件
が
異
な

り
、
そ
の
違
い
が
地
域
文
化
の
特
徴

な
り
わ
い

を
表
し
て
い
る
。
農
家
の
生
業
は
生

活
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
た
、
長
年
の

経
験
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
文
化
で
あ

る
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

うえ た

稲作では、田植えを行う「植田」が一般的には良く知
られている。一方、種もみを直接、田に直播きする「摘
田」と呼ばれる栽培も各地で行われており、在来の伝

ほじょう

統的な農法と考えられる。しかし、水田開発や圃場整
備、農業の機械化などにより、現代では摘田は行われ
なくなっている。
他の地域に比べ上尾市域では、昭和４０年代まで長く

摘田が行われていたことから、摘田用具の収集を開始
した昭和５５（１９８０）年当時には、まだ用具の残存度が高
く、系統的に用具を収集することができた。摘田用具

は しゅ せ ひ

は、田作りに始まり、播種、除草、施肥、収穫、選別に至
る一連の作業に関わる用具で構成され、それとともに
農業の基盤であった麦作に使われた用具も収集されて
いる。
これらは、大宮台地という畑作中心の地域での農業

経営を示すコレクションであり、特に畑作地帯におけ
る稲作の地域的な特徴を示す資料として、わが国の農
耕文化の変遷を考える上で注目され、平成２８（２０１６）年
３月２日に、国の登録有形民俗文化財に登録された（写
真３）。

な
り
わ
い

農
家
の
生
業

国登録有形民俗文化財「上尾の摘田・畑作用具」

写真１ 弁財前耕地の麦まき写真３ 国登録有形民俗文化財の摘田用具

写真２ 稲刈りとソリ（タブネ）
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